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◆改定農集使用料表（２か月につき）

平成２３年４月使用分（７月請求分から）
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問い合わせ　下水道課 業務グループ�２９８－１１１１内線８３７３・８３７６

　

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
（
以
下
「
農
集
使
用
料
」）
は
、
現
在
、
使
用
水
量
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、

世
帯
割
お
よ
び
人
数
割
に
よ
る
定
額
制
の
使
用
料
体
系
に
よ
り
ご
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
上
水
道
の
普
及
が
進
み
生
活
環
境
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
世
帯
人
数
が
同
じ
場
合
で
も
汚

水
量
に
差
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
間
の
受
益
と
負
担
の
公
平
を
図
る
た

め
、
上
水
道
の
使
用
水
量
に
応
じ
た
従
量
制
へ
使
用
料
算
定
方
法
を
改
定
し
ま
す
。

●
汚
水
量
の
認
定
方
法

①
上
水
道
だ
け
を
使
用
し
た
場
合

　

市
の
上
水
道
の
使
用
水
量
を
農
集
の
使

用
水
量
と
す
る

②
井
戸
水
だ
け
を
使
用
し
た
場
合

　

１
人
当
た
り　
�
／
２
か
月
×
世
帯
員

１２

数
を
使
用
水
量
と
す
る
（
４
人
／
世
帯
ま

で
）

○ （
５
人
／
世
帯
以
上
の
場
合
は
、　
�１０

／
２
か
月
×
世
帯
員
数
と
な
る
）

③
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
し
て
家
庭
用

と
し
て
使
用
し
た
場
合
、「
上
水
道
の
使

用
水
量
」
と
「
井
戸
水
の
使
用
水
量
（
上

記
②
の
水
量
）」を
比
較
し
て
多
い
ほ
う
を

使
用
水
量
と
す
る
。

　
﹇
例  
上
水
道
の
使
用
水
量
が　
�
、
世

４２

帯
員
数
が
３
人
の
場
合
﹈

　

上
水
道：

　
�

＜

井
戸
水：

　
�
（　

４２

３６

１２

�
／
人
×
３
人
）、　
�
が
認
定
水
量
と

４２

な
り
ま
す
。

④
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
し
て
営
業
用

と
し
て
使
用
し
た
場
合
、
上
水
道
の
使
用

水
量
と
②
で
認
定
さ
れ
た
使
用
水
量
と
の

合
計
を
使
用
水
量
と
す
る
。

○
た
だ
し
、
上
水
道
使
用
水
量
と
農
集
排

水
量
が
著
し
く
異
な
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
使
用
水
等
の
条
件
に
よ
り
汚

水
量
の
認
定
方
法
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
下
水
道
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑤
農
業
等
に
上
水
道
を
利
用
し
④
の
た
だ

し
書
き
に
当
て
は
ま
る
場
合
、
以
下
の
よ

う
な
汚
水
量
認
定
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

○
農
業
等
に
使
用
す
る
水
栓
に
別
の
メ
ー

タ
（
以
下
「
子
メ
ー
タ
」
と
す
る
）
を

設
置
し
、
子
メ
ー
タ
分
の
上
水
道
使
用

　

戸
崎
、
西
木
倉
、
門
部
、
神
崎
額

田
、
戸
多
北
部
の
各
地
区
の
皆
様
へ

　

平
成　

年
４
月
か
ら
新
料
金
へ
改

２３

定
と
な
り
ま
す
。

　

鴻
巣
地
区
の
皆
様
へ

　

供
用
開
始
が
平
成　

年
４
月
以
降

２３

の
た
め
、
最
初
か
ら
新
料
金
と
な
り

ま
す
。

超過料金
排除汚水量２０�を超える１�につき

基本料金

料金排除汚水量料金排除汚水量

１４７．０円２０�を超え４０�まで

２，９４０円２０�まで

１５７．５円４０�を超え６０�まで

１６８．０円６０�を超え１００�まで

１７８．５円１００�を超え２００�まで

１８９．０円２００�を超えるもの



広報なか２月号３

水
量
を
市
設
置
の
上
水
道
メ
ー
タ
（
以

下
「
親
メ
ー
タ
」
と
す
る
）
の
水
量
か

ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
﹇
例　

親
メ
ー
タ
の
水
量
が　
�
、
子 

５２

メ
ー
タ
の
水
量
が　
�
の
場
合
﹈

１０

　
　
�

－

　
�
＝　
�
が
認
定
水
量
に
な

５２

１０

４２

り
ま
す
。

※
注　

子
メ
ー
タ
の
設
置
、
計
量
法
に
伴

う
子
メ
ー
タ
交
換
等
の
費
用
お
よ
び
管

理
は
使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
子
メ
ー
タ
の
水
量
は
２
か
月

に
１
度
、
使
用
者
か
ら
文
書
で
申
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
以
下
に
該
当
す
る
か
た
は
手
続
き
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
上
水
道
料
金
と
農
集
使
用
料
の
両
方
と

も
口
座
振
替
で
お
支
払
い
の
か
た
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
口
座
が
異
な
る
場
合

　
﹇
例 
上
水
道
料
金
が
夫
の
口
座
、
農
集  

使
用
料
が
妻
の
口
座
で
振
替
な
ど
﹈

○
上
水
道
と
農
集
使
用
料
で
契
約
者
（
使

用
者
代
表
）
名
が
異
な
る
場
合

○
上
水
道
と
井
戸
水
等
の
併
用
や
井
戸
水

等
の
み
の
場
合

・
世
帯
員
数
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

○
上
水
道
の
水
栓
数
と
、
農
集
使
用
料
の

使
用
件
数
が
異
な
る
場
合

　
﹇
例　

上
水
道
は
親
子
の
家
で
別
々
の

請
求
で
あ
り
、
農
集
は
親
子
の
家
で
一
緒

の
請
求
と
な
っ
て
い
る
。
な
ど
﹈

○
前
記
の
「
汚
水
量
の
認
定
方
法
」
の
⑤

に
該
当
す
る
場
合

・ 
子
メ
ー
タ
を
設
置
す
る
場
合
は
、
事
前

に
下
水
道
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 
子
メ
ー
タ
設
置
工
事
は
、
市
水
道
課
へ

届
出
し
、
水
道
設
備
指
定
工
事
店
で
施

工
す
る
よ
う
願
い
ま
す
。

・ 
設
置
に
掛
か
る
費
用
の
目
安
は 
φ 　

の
１３

メ
ー
タ
で
６
万
５
千
円
程
度
、 
φ 　

で
２０

８
万
円
程
度
で
す
。（
個
々
の
条
件
等

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

○
前
記
の
④
の
た
だ
し
書
き
に
該
当
す
る

場
合

・ 
排
水
設
備
の
届
出
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
使
用
料
体
系
で
は
２
か
月
に
１

度
水
道
の
検
針
を
行
い
、
使
用
水
量
に
応

じ
て
の
使
用
料
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
請
求
分
（
２
・
３
月
使
用
分
）
に

つ
い
て
は
旧
使
用
料
（
現
行
の
使
用
料
）

で
す
が
、
７
月
請
求
分
（
４
・
５
月
使
用

分
、
６
月
検
針
分
）か
ら
は
新
使
用
料（
改

定
後
の
使
用
料
）
と
な
り
ま
す
。

　

新
使
用
料
か
ら
は
奇
数
月
の
請
求
と
な

り
ま
す
。

・
農
集
使
用
料
は
原
則
的
に
上
水
道
の
使

用
量
を
元
に
算
出
し
ま
す
の
で
、
メ
ー

タ
ー
検
針
に
つ
い
て
は
、
上
水
道
と
同

様
と
な
り
ま
す
。

・
上
水
道
料
金
と
農
集
使
用
料
を
一
括
し

て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
汚
水
量
の
認
定
方
法
」の
④
や
⑤
に

あ
る
、
水
道
使
用
水
量
と
農
集
排
水
量

が
著
し
く
異
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

の
汚
水
量
認
定
の
方
法
は
、
公
共
下
水

道
に
接
続
し
て
い
る
か
た
で
も
同
様
の

ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
場
合
は
下
水
道
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆新料金体系への移行の日程等

▼ ▼ ▼

２月検針

２月１日～２月１０日

４月検針

４月１日～４月１０日

（２・３月使用分）

（旧料金） 新料金

（４・５月使用分）

新料金体系施行日

６月検針

６月１日～６月１０日
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行
政
概
要
報
告

■
行
財
政
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

自
主
財
源
の
確
保
お
よ
び
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、　

月
１
日
か

１１

ら
市
民
課
お
よ
び
那
珂
総
合
公
園
フ
ロ

ア
ー
に
お
い
て
、
動
画
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る

市
政
情
報
等
の
放
映
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
表
彰
式
典
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
講

演
会
に
つ
い
て

　
　

月
３
日
に
、
表
彰
式
典
を
総
合
セ
ン

１１
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
に
お
い
て
開
催
し
、　

人
４０

１
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典

に
引
き
続
き
、
常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
学
部
長
の
井
上
繁
氏
を
講
師
に
迎
え
、

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

８
地
区
の
「
市
民
自
治
組
織
準
備
委
員

会
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
７
回
か
ら
８
回

の
検
討
を
重
ね
、
部
会
の
設
置
や
役
員
構

成
な
ど
、
会
則
の
骨
格
と
な
る
部
分
の
検

討
を
す
べ
て
の
地
区
で
終
え
ま
し
た
。
今

後
は
、
事
業
計
画
、
予
算
、
役
員
報
酬
な

ど
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
国
際
親
善
姉
妹
都
市
と
の
交
流
に

つ
い
て

　

姉
妹
都
市
盟
約
締
結　

周
年
を
記
念

２０

し
、
派
遣
団　

人
が　

月　

日
か
ら　

日

１６

１０

１８

２３

ま
で
の
６
日
間
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
を
訪

れ
ま
し
た
。
一
行
は
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市

長
、
教
育
局
長
、
商
工
会
議
所
長
な
ど
を

表
敬
訪
問
し
た
ほ
か
、
記
念
式
典
に
出
席

し
、
盟
約
締
結
時
の
内
容
を
再
確
認
す
る

と
と
も
に
、
今
後
も
親
密
な
友
好
関
係
を

築
い
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
戸
籍
の
除
籍
に
つ
い
て

　

死
亡
の
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、

１
２
０
歳
以
上
の　

人
に
つ
き
ま
し
て

４５

は
、
水
戸
地
方
法
務
局
長
の
許
可
を
得

て
、　

月
１
日
に
除
籍
の
記
載
を
し
ま
し

１０

た
。
１
１
９
歳
以
下
の
高
齢
者
に
つ
き
ま

し
て
も
、
法
務
局
と
協
議
を
し
な
が
ら
、

除
籍
の
記
載
を
す
る
た
め
の
調
査
を
進
め

ま
す
。

■
消
費
者
保
護
啓
発
出
前
講
座
に
つ

い
て

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が

訪
問
販
売
等
の
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
う

の
を
防
ぐ
た
め
、
出
前
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
第
１
回
目
は　

月　

日
に
木
崎
地

１１

１９

区
で
開
催
し
、
参
加
者
は　

人
で
し
た
。

３２

引
き
続
き
各
地
区
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て

    　

月　

日
で
任
期
が
満
了
し
た
こ
と

１１

３０

に
伴
い
、
民
生
委
員
･
児
童
委
員
の
一
斉

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

月
１
日
付
で

１２

厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
県
知
事
か
ら
の
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
１
０
５
人
の
委
員
の

う
ち　

人
が
新
規
の
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

３７

■
敬
老
事
業
に
つ
い
て

　

９
月
に
百
歳
到
達
者　

人
を
訪
問
し
、

１２

国
と
県
か
ら
の
褒
状
と
記
念
品
お
よ
び
市

か
ら
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
２
２
８
人
の
か
た
に
は
、

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月　

日
か
ら　

月　

日
に
か

１２

１０

１７

け
て
敬
老
会
が
８
地
区　

か
所
で
開
催
さ

２７

れ
、
２
２
６
８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
市

全
体
の
出
席
率
は
、
前
年
に
比
べ
て　

％
１．８

減
の　

・
６
％
で
す
。

３２

■
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

戸
・
立
石
地
区
排
水
路
整
備
工
事
を
９

月
に
、
鴻
巣
地
区
・
南
酒
出
地
区
横
断
排

水
路
整
備
工
事
お
よ
び
上
宿
地
区
た
め
池

整
備
工
事
を　

月
に
、
戸
崎
洞
前
地
区
森

１０

林
整
備
工
事
を　

月
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し

１１

ま
し
た
。

■
道
の
駅
基
礎
調
査
事
業
に
つ
い
て

　
「
道
の
駅
調
査
検
討
委
員
会
」を　

月
と

１０

　

月
に
開
催
し
、
道
の
駅
の
基
本
方
針
、

１１土
地
利
用
計
画
お
よ
び
施
設
規
模
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

■
「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
０
」
に
つ
い
て

　
　

月　

日
に
予
定
し
て
い
た
「
な
か
ひ

１０

３０

ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
」は
、

台
風　

号
の
接
近
に
よ
り
、
や
む
な
く
中

１４

止
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
延
期
し
て
い
た

花
火
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

月　

日

１２

２５

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

議会
     第１回臨時会が１１月２４日に開催され、市長提出議案
は条例の一部改正３件について審議され、原案のとおり
可決されました。
　また、第４回定例会が１２月１日～９日までの９日間の
会期で開催され、市長提出議案は条例の一部改正２件、
平成２２年度補正予算１０件、その他２件、合わせて１４件に
ついて審議され、原案のとおり可決されました。
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広報なか２月号５

■
市
街
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
舗
装
工
事
（
５
５
１
ｍ
）
を　
１０

月
に
、
道
路
改
良
工
事
（
５
５
０
ｍ
）
を

　

月
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

１１
　

下
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
道
路
改
良
舗
装
工
事
（
３
１

８
ｍ
）
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１１

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

横
堀
地
区
（
第
１
工
区
）
汚
水
管
布
設

工
事
を　

月
に
、
下
菅
谷
地
区
（
第
３
、

１０

第
４
工
区
）
汚
水
管
布
設
工
事
、
向
山
地

区
第
４
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
お

よ
び
菅
谷
地
区
汚
水
管
布
設
工
事
を　

月
１１

に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　

鴻
巣
２
期
地
区
幹
線
３
号
第
４
工
区
管

路
施
設
工
事
を
９
月
に
、
同
地
区
幹
線
１

号
線
（
第　

工
区
）
管
路
施
設
工
事
お
よ

１３

び
幹
線
２
号
線
（
第
１
工
区
）
管
路
施
設

工
事
を　

月
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し

１０

た
。
ま
た
、
鴻
巣
１
期
地
区
処
理
施
設
外

構
工
事
、
同
地
区
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設

置
第
２
工
区
工
事
、
鴻
巣
２
期
地
区
支
線

１
工
区
管
路
施
設
工
事
お
よ
び
同
地
区
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
第
１
工
区
工
事
を

　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１１
　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
に
つ

き
ま
し
て
は
、
算
定
方
法
の
改
定
に
つ
い

て
の
地
元
説
明
会
を
、　

月　

日
ま
で
に

１１

１０

全
６
地
区
を　

回
に
分
け
て
実
施
し
ま
し

１２

た
。
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【第１回臨時会】

◎議案

那珂市職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例／那珂市特別職の職
員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例／那珂市
教育委員会教育長の給与及び勤務時間
その他の勤務条件に関する条例の一部
を改正する条例
【第４回定例会】

◎議案

那珂市手数料条例の一部を改正する条
例／那珂市農業集落排水処理施設の設
置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例／平成２２年度那珂市一般会計
補正予算（第４号）／平成２２年度那珂
市国民健康保険特別会計（事業勘定）
補正予算（第３号）／平成２２年度那珂
市下水道事業特別会計補正予算（第１
号）／平成２２年度那珂市公園墓地事業
特別会計補正予算（第１号）／平成２２
年度那珂市農業集落排水整備事業特別
会計補正予算（第１号）／平成２２年度
那珂市介護保険特別会計（保険事業勘
定）補正予算（第２号）／平成２２年度
那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理事
業特別会計補正予算（第２号）／平成
２２年度那珂市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）／平成２２年度那珂
市水道事業会計補正予算（第１号）／
水戸地方広域市町村圏協議会の廃止に
ついて／指定管理者の指定について／
平成２２年度那珂市一般会計補正予算
（第５号）

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

下
大
賀
地
区
（
第
１
工
区
）
老
朽
管
更

新
工
事
お
よ
び
向
山
地
区
（
第
２
工
区
）

配
水
管
移
設
工
事
を
９
月
に
、
瓜
連
地
区

（
第
１
工
区
）配
水
管
布
設
工
事
を　

月
に

１０

そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、
菅
谷

地
区
（
第
１
工
区
）
お
よ
び
下
菅
谷
地
区

（
第
３
、
第
４
工
区
）
の
配
水
管
移
設
工

事
、
中
台
地
区
（
第
１
工
区
）、
飯
田
地
区

（
第
１
工
区
）
お
よ
び
菅
谷
地
区
（
第
１
工

区
）
の
各
配
水
管
布
設
工
事
な
ら
び
に
静

地
区
（
第
１
工
区
）
老
朽
管
更
新
工
事
を

　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１１■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

９
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の
消
防

１１

３０

訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所
や

学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
４
７
８
１
人

２９

が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の
修
得
と
防

火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

普
通
救
命
講
習
会
を
６
回
行
い
１
３
５
人

が
修
了
し
、
応
急
手
当
の
普
及
に
努
め
ま

し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

物
が
２
件
、
そ
の
他
が
２
件
、
合
計
４
件
、

救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
病

が
２
３
１
件
、
交
通
事
故
が　

件
、
そ
の

７１

他
が
１
５
６
件
、
合
計
４
５
８
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

月
３
日
に
、
第　

回
茨
城
県
消
防
ポ

１０

６１

ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
北
地
区
大
会
が
常

陸
大
宮
市
で
開
催
さ
れ
、
第
４
分
団
第
２

部
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
、
第
４
分

団
第
１
部
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場

し
、
平
素
の
訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
更
新
し
た
ポ
ン
プ

１０

１３

積
載
車
を
第
５
分
団
第
２
部
に
配
備
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
  

平
成　

年　

月
１
日

２２

１２

 

 
那
珂
市
長　�
��
�
�

可決された議案から

■指定管理者の指定について

　住民の福祉と健康推進、地域の活性化の場
所である、余暇活用施設「しどりの湯保養セ
ンター」は、維持管理、使用許可、使用料の
徴収に関する管理運営業務を、社会福祉法人
那珂市社会福祉協議会に指定管理者として継
続して委託し管理運営します。
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体
育
指
導
委
員
は
、
那
珂
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
、
研
修
会
・

講
習
会
等
に
参
加
し
、
指
導
員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
民
に
対
し
誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、
興

味
、
技
術
、
目
的
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で

も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
に
向

け
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
指
導
委
員
で
は
、
全
国
体
育
指
導

委
員
会
お
よ
び
関
東
体
育
指
導
委
員
会
に

参
加
し
、
指
導
員
の
役
割
、
課
題
等
意
見

の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
習
会

で
は
女
性
体
育
指
導
委
員
に
よ
る
水
戸
地

区
体
育
指
導
委
員
会
研
修
会
に
参
加
し

「
太
極
拳
」の
実
技
講
習
お
よ
び
水
戸
体
育

指
導
委
員
会
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
「
ス
ピ
ー
ド
ミ
ン
ト
ン
」
の
実
技
講

習
を
実
施
し
、
技
術
の
習
得
お
よ
び
会
員

相
互
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
２
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
那

珂
市
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ひ
ま
わ

り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
、
体
育
指
導
委
員
の
活
動
報

告
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

 　

平
成　

年
度
第　

回
全
国
体
育
指
導
委

２１

５０

員
研
究
協
議
会
が
、
一
昨
年
の　

月　
１１

１９

日
、　

日
に
、
山
口
県
山
口
市
で
開
催
さ

２０

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
協
議
会
は
、
毎
年
全
国
の
体

育
指
導
委
員
が
一
堂
に
会
し
て
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
当
面
の
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究

協
議
さ
れ
る
最
も
大
き
な
全
国
大
会
で
、

約
３
５
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
次
の
内

容
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
】

‐大会スケジュール‐
◆１日目
　開会式、表彰式、記念講演、シンポジウム
○記念講演
　「自分という人生の長距離ランナー」
　増田明美教授（大阪芸術大学）
◆２日目　分科会（発表、研究協議）
○第１分科会
　「地域で作ろう、総合型地域スポーツクラブ」
○第２分科会
　「地域で高めよう、子どもの体力」
○第３分科会
　「次世代へつなごう、総合型地域スポーツクラブ」
○第４分科会
　「地域に広めよう、スポーツボランティア活動」

 　

関
東
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
が
埼
玉

県
熊
谷
市
で
、
関
東
甲
信
地
区
か
ら
１
７

３
０
人
の
参
加
の
も
と
、
６
月
４
日
、
５

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
二
日
目
の
第
１
分
科
会
で
の
発

表
、
意
見
交
換
の
中
で
、
全
て
の
人
が
い

つ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
事
が

で
き
る
「
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を

育
成
す
る
た
め
に
は
、
体
育
指
導
委
員
の

役
割
は
大
き
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

各
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
質
問
の

多
く
は
、
会
費
、
施
設
、
会
員
の
参
加
等

抱
え
て
い
る
問
題
は
同
じ
で
あ
り
、
平
成

　

年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
最
終
年

２２ 【
関
東
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
】

度
に
あ
た
り
、
全
国
の
市
町
村
に
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
育
成
す
る
と
い

う
目
標
に
向
け
て
、
指
導
委
員
間
の
意
見

交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成　

年
か

１９

ら
準
備
委
員
会
を
設
立
し
、
視
察
研
修
を

重
ね
、
昨
年
２
月
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ「
ひ
ま
わ
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
出
席
し
ま
し
た
関
東
体
育
指
導
委

員
研
究
大
会
は
、
今
後
の
ク
ラ
ブ
運
営
に

大
変
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

‐大会スケジュール‐
◆１日目 アトラクション、開会式、表彰式、記念講演　アトラクション、開会式、表彰式、記念講演
○基調講演 「夢と人生」○基調講演　「夢と人生」

宇津木妙子　　　　　　宇津木妙子（財）日本ソフトボール協会常務理事
◆２日目 分科会　分科会
○第１分科会
「未来につなげる地域スポーツクラブ」　「未来につなげる地域スポーツクラブ」
○第２分科会
「めざせ！体力向上」　「めざせ！体力向上」
○第３分科会
「明日につなぐウォーキング！」　「明日につなぐウォーキング！」

‐大会スケジュール‐
◆１日目　アトラクション、開会式、表彰式、記念講演
○基調講演　「夢と人生」
　　　　　　宇津木妙子（財）日本ソフトボール協会常務理事
◆２日目　分科会
○第１分科会
　「未来につなげる地域スポーツクラブ」
○第２分科会
　「めざせ！体力向上」
○第３分科会
　「明日につなぐウォーキング！」

 

報
告
者：

小
泉
邦
彦

 

報
告
者：

山
田
進



広報なか２月号７

 　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
お
け
る
役
割
を

考
え
、
女
性
体
育
指
導
委
員
の
資
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、
水
戸
地
区　

市
町
村
の

１１

女
性
体
育
指
導
委
員
に
よ
る
研
修
交
流
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
交
流
会
で
は
、
中
国
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
太
極
拳
を
源
と
し
た
「
楊
名
時
健

康
太
極
拳
」
の
実
習
が
行
わ
れ
、
太
極
拳

二
十
四
式
を
中
心
に
立
禅
、
甲
手
、
八
段

錦
を
組
み
合
わ
せ
て「
調
心
・
調
息
・
調
身
」

を
図
る
気
功
健
康
法
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
健
康
と
幸
福
を
願
い
な
が

ら
、
と
も
に
稽
古
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

気
持
ち
で
、
挨
拶
で
始
ま
り
ま
す
。
そ
し

て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
が
内
臓
機
能

を
高
め
血
の
め
ぐ
り
を
良
く
し
、
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
新
陳
代
謝
を
ア
ッ

プ
す
る
そ
う
で
す
。　

年
、　

年
と
続
け

１０

２０

て
行
っ
て
こ
そ
効
果
が
あ
り
、
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
い
つ
ま
で
も
で
き
る
生

涯
の
健
康
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

短
時
間
の
研
修
の
中
で
は
準
備
運
動
ま

【
水
戸
地
区
女
性
体
育
指
導
委
員
協
議
会
研
修
交
流
会
】

で
の
体
験
に
と
ど
ま
り
、
簡
単
そ
う
に
み

え
て
実
際
に
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で

し
た
が
、
各
市
町
村
の
体
育
指
導
委
員
の

皆
さ
ん
と
心
地
よ
い
時
間
を
共
に
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

 　

運
動
を
行
う
前
に
、
そ
の
運
動
に
適
し

た
生
理
的
、
心
理
的
状
態
を
つ
く
り
出
す

た
め
に
は
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が
必

要
で
す
。
そ
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の

中
に
含
ま
れ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
や
、
障
害
防
止
を

図
る
た
め
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
運
動
後
の
ク
ー
リ
ン
グ
ダ
ウ
ン
と

し
て
も
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
は
筋
疲
労
や

筋
肉
痛
の
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
主
な
目
的
】

①
筋
肉
の
緊
張
を
和
ら
げ
、
全
身
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
。

②
関
節
や
筋
肉
が
円
滑
に
動
か
せ
る
よ
う

に
な
る
。

③
筋
肉
・
腱
・
靭
帯
な
ど
の
障
害
を
予
防

す
る
。

④
関
節
の
可
動
域
を
大
き
く
す
る
。

⑤
運
動
神
経
・
筋
肉
の
動
き
が
良
く
な
り
、

激
し
い
運
動
や
速
い
運
動
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

⑥
筋
肉
圧
を
高
め
る
・
低
め
る
・
高
め
る

を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
筋
肉
の
ポ
ン
プ

作
用
に
よ
り
血
液
循
環
が
よ
く
な
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
特
に
発
育
期
の
青
少
年

に
お
い
て
は
、
筋
肉
の
成
長
に
比
べ
て
骨

の
成
長
が
著
し
い
た
め
、
ス
ト
レ
ッ
チ
に

よ
り
筋
肉
や
腱
の
伸
張
性
を
保
っ
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

【
健
康
を
維
持
す
る
楽
し
い
運
動
】

【
実
施
上
で
注
意
す
る
こ
と
】

　

必
ず
数
分
間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
で
軽
く

体
を
動
か
し
体
を
あ
た
た
め
て
か
ら

①
実
施
前
に
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
を

す
る
。

②
反
動
を
つ
け
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
伸
ば

す
。

③
強
い
痛
み
を
つ
け
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
伸

ば
す
。

④
実
施
し
て
い
る
間
は
息
を
止
め
ず
に
自

然
な
呼
吸
を
す
る
。

⑤
他
人
と
競
わ
な
い
。

⑥
全
身
に
わ
た
っ
て
行
う
。

⑦
伸
ば
す
筋
肉
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
行

う
。

那
珂
総
合
公
園

�
２
９
７
・
０
０
７
７

問い
合わせ

 

報
告
者：

小
林
澄
男

 

報
告
者：

石
川
ひ
と
み



８

　

１
月
８
日
、
平
成　

年
那
珂
市
成
人
式
が
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
Ｎ

２３

Ａ
Ｋ
Ａ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鮮
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
二
十
歳
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。
今
年
の
那
珂
市
の
新
成
人
は
６
１
６
人
で
、
式
典
に
は
５

０
０
人
が
参
加
し
、
成
人
と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
若
人
た
ち
は
、
若
い
力
と
秘
め
た
可
能
性
を
胸
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

●新成人を代表して謝辞を述べる実行委
員長の山�大さん

�������	

�������	
��

�������	

�������	
��

●久しぶりの再会に、新成人の皆さんは記念写真
を撮りあっていました

平
成
二
十
三
年

平
成
二
十
三
年

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

平
成
二
十
三
年



広報なか２月号９

　市消防本部では、救助工作車の老朽化に伴い、最新型の車両
に更新し、１２月から東消防署に配備し運用しています。救助工
作車は、主に救助隊員が搭乗し、人命救助活動に対応するため
の、様々な最新鋭資機材を積載した消防車両です。

　車両側面には、那珂市のＮと
市の鳥、白鳥をイメージしたシ
ルエットとファイヤーのＦをイ
メージしたラインが描かれてお
り、車両後部には活動時に隊員
の安全確保を図る、電光掲示板
が設置されています。

�����������������	�������	���� 「アナログ」と出ているテレビは、
そのままでは見る事ができません

アアナナロロググ

�������
���������	


��������������
����������	
��������	


地デジの準備をお願いします。

地デジに関する問い合わせ

総務省テレビ受信者支援センター

デジサポ茨城
�����‐���‐����

　新春恒例の「平成２３年那珂市消防出初式」
が１月９日、那珂総合公園多目的広場で開
催され、市消防本部や消防団、自衛消防隊、
婦人（女性）防火クラブなど、総勢７５９人
が参加し、地域防災へ向け、士気の高揚を
図りました。
　また、永年勤続功労者や、優良分団の表
彰が行われ、市内の幼年消防クラブ（市立
幼稚園６園）の子供たちのかわいらしいお
遊戯も披露されました。

平成 2 3 年

那珂市消防出初式

2011年7月24日2011年2 0 11 年 77 月24日月2 4 日



１０

保険課　保健センター
�２７０－８０７１

問い
合わせ�����������

　特定健診・特定保健指導は、「高血糖・高血圧・脂質異常・高尿酸」などの動脈硬化を進める危険因子を早期に発

見し、それらによっておこる「脳卒中・心筋梗塞・糖尿病合併症・人工透析」などの生活習慣病を予防する目的で、

平成２０年度から行っています。

　特定保健指導率は国が示す目標値を上回りましたが、特定健診受診率についてはまだまだ低い状況です。

　生活習慣病予防には、多くのかたが特定健診・特定保健指導を受け、生活改善に取り組むことが大切です。

　検査項目の異常が複数重なる
と、動脈硬化がどんどん進みま
す。生活習慣病は自覚症状のない
まま進行し、ある日突然心筋梗塞
に陥ることも少なくありません。
　自覚症状のないうちに特定健診
を受け、動脈硬化を進める危険因
子があるのかどうかを確かめてく
ださい。

特定健診異常者の割合

検査
項目

LDLコレス
テロール

ヘモグロビン
A1C 収縮期血圧 腹囲 BMI 中性脂肪 拡張期血圧 GPT HDLコレス

テロール 尿酸

25%

50%

75%

100%

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度5353 4848 4545545

3939 4141 3737 3333 2929 2727 2525 2727 2525 2323 20022220
1313 1212

77 66 66 88

　国民健康保険加入者のうち、４０～７４歳までのか
たが特定健診対象者です。
　平成２１年度は受診率が落ちましたが、平成２２年
度は特定健診受診勧奨のための訪問・はがきの送
付などの対策を実施し、受診
率は回復しました。
　しかし、国で示す「平成２４
年度の目標受診率６５％」には、
とどいておりません。

������
　メタボ（内臓脂肪＋高血糖・高血圧・脂質異常）の
ある人は、メタボのない人に比べ脳卒中や心筋梗塞に
なる率は高いですが、一方では生活改善でそれらの病
気になるのを十分に阻止できるという特徴があります。
　メタボのある人の特定保健指導状況ですが、平成
２０・２１年度とも県平均を大きく上回り、平成２１年度は
５０．３% になり、国が示す「平成２４年度の目標指導率
４５% 」を達成しました。

　特定保健指導の結果、下のグラフのように特定健診
の検査項目ごとの異常者の割合が、わずかですが減少
しています。

�������	

県平均
受診率受診率受診者数対象者数

３０．７％４０．７％４，０８６人１０，０５０人平成２０年度

３１．７％３７．３％３，７４９人１０，０５６人平成２１年度

－４２．８％４，３０６人１０，０６２人平成２２年度

県平均
指導率指導率指導を受

けた人数対象者数

１７．７％３４．０％２５１人７３９人平成２０年度

２０．０％５０．３％２８６人５６９人平成２１年度

動脈硬化の危険因子
（動脈硬化を進めます）

○高血糖　　○高血圧
○脂質異常　○高尿酸

生活習慣病
（動脈硬化によって　　　
　　　　　　おこる病気）

○脳卒中
○心筋梗塞
○糖尿病合併症
○人工透析（腎臓病）◎保健指導で生活習慣病予防

重症化

阻止!!阻止!!



広報なか２月号１１

� � � � �

問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）

　

平
成　

年　

月
に
市
が
策
定
し
ま
し
た
「
那
珂

２１

１２

市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」、
平
成　

年
３
月

２２

に
制
定
し
ま
し
た
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
基
本
条
例
」、「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
メ

ニ
ュ
ー
」
は
、
那
珂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
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�
�


�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�

�
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那
珂
市
で
は
、
次
の
と
お
り
、
３
つ
の

層
か
ら
な
る
市
民
自
治
組
織
の
組
織
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
は
、
原
則
現
在
の
区
を
基
本
と

し
た
単
位
自
治
組
織
で
す
。
市
民
の
最
も

身
近
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
組
合

（
班
）
と
い
う
単
位
を
通
じ
て
、
日
常
的

な
交
流
や
支
え
合
い
、
課
題
解
決
に
結
び

つ
く
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
当
面
は
現

在
の
区
の
事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
す

　

地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
現
在
の

地
区
（
旧
町
村
単
位
）
を
基
本
単
位
と
し
、

市
内
８
地
区
ご
と
に
組
織
さ
れ
ま
す
。
地

区
内
の
自
治
会
だ
け
で
な
く
、
地
区
内
で

活
動
し
て
い
る
市
民
活
動
団
体
や
事
業
者

な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
分
館
や

３
支
部
（
体
育
協
会
・
青
少
年
育
成
那
珂

市
民
会
議
・
明
る
く
住
み
よ
い
那
珂
市
民

運
動
推
進
協
議
会
）、
社
会
福
祉
協
議
会

支
部
で
行
っ
て
い
た
事
業
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
市
内
に
１
つ

組
織
さ
れ
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の

代
表
者
の
か
た
が
た
や
、
特
定
の
区
域
で

は
な
く
、
市
内
全
域
で
活
動
を
し
て
い
る

市
民
活
動
団
体
な
ど
の
代
表
者
で
構
成
さ

れ
ま
す
。
地
区
同
士
ま
た
は
地
区
と
団
体

間
の
交
流
・
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
働
事
業
の
企
画

立
案
や
、
市
に
対
し
て
の
施
策
提
言
を
行

う
役
割
も
担
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
そ
の
回
答

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

市全体
上部自治組織

現在の地区
（旧町村単位）
を基本とする

中間自治組織

現在の区を
基本とする

単位自治組織

地区まちづくり委員会

まちづくり協議会

地区まちづくり委員会

団体 事業者

組合（班）

自治会 団体 事業者

組合（班） 組合（班）組合（班）

自治会

地区まちづくり委員会

団体 事業者

組合（班） 組合（班）組合（班）

自治会

地区まちづくり委員会

組合（班） 組合（班）

■対象地域■



１２

　

額
田
誠
心
館
剣
友
会
（
戸
祭
守

男
館
長
）
は
、　

月
３
日
、
全
日

１１

本
剣
道
連
盟
よ
り
少
年
剣
道
教
育

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
額
田

誠
心
館
で
は
、
水
曜
の
夜
と
日
曜

の
朝
に
指
導
者
の
も
と
、
稽
古
に

励
み
、
日
々
、
剣
道
の
修
練
を
つ

ん
で
い
ま
す
。

　

額
田
誠
心
館
の　

年
の
歴
史
と

３８

と
も
に
、
今
後
も
少
年
少
女
た
ち

の
心
と
体
の
鍛
練
の
た
め
、
日
本

の
伝
統
文
化
で
あ
る
剣
道
の
息
の

長
い
活
動
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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初
冬
の
好
天
に
恵
ま
れ
た　

月
１１

４
日
、
な
か
な
か
塾
が
那
珂
I
C

付
近
の
花
壇
を
整
備
、
花
植
え
を

し
ま
し
た
。
作
業
に
は
那
珂
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
な
る
み
園
、
那

珂
高
校
、
水
戸
農
業
高
校
の
若
い

力
も
一
堂
に
会
し
一
丸
と
な
っ
て

パ
ン
ジ
ー
や
葉
牡
丹
な
ど
４
０
０

０
株
を
植
え
、
爽
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。
こ
の
花
壇
は
大
好
き

い
ば
ら
き
県
民
会
議
の
認
証
を
受

け
、
昨
年
６
月
に
は
、
那
珂
市
花

と
緑
の
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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「
瓜
連
お
は
な
し
の
会
ル
ピ
ナ

ス
」
は
結
成　

周
年
を
迎
え
記
念

１０

行
事
と
し
て　

月　

日
、
瓜
連
中

１１

２２

学
校
体
育
館
で
、
全
校
生
徒
に

「
耳
な
し
芳
一
」（
原
作　

小
泉
八
雲
）

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

耳
な
し
芳
一
の
絵
本
の
絵
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
し
、
琵
琶
の

効
果
音
を
用
い
、
語
り
口
が
調
和

し
、
臨
場
感
に
あ
ふ
れ
る
読
み
聞

か
せ
で
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
終

始
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
、「
耳
な

し
芳
一
」
の
物
語
の
世
界
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
　

月
８
日
、
障
害
者
の
地
域
生

１２
活
を
支
援
す
る
那
珂
市
地
域
自
立

支
援
協
議
会
の
就
労
部
会
（
市
社

会
福
祉
協
議
会
）
の
主
催
で
、
障

害
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
障
害
者
の
か
た
が
作
っ

た
品
物
を
ジ
ャ
ス
コ
那
珂
町
店
に

お
い
て
共
同
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
事
業
所
ご
と
に
テ

ン
ト
が
張
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢

の
野
菜
や
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
、
手

作
り
小
物
な
ど
が
並
び
、
安
心
・

安
全
な
品
質
と
安
さ
に
、
多
く
の

来
場
者
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
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広報なか２月号１３

　

古
徳
城
跡
を
守
る
会
で
は
、　
１０

月
と　

月
に
２
回
、　

月
に
１
回
、

１１

１２

古
徳
城
跡
山
林
内
の
篠
刈
、
下
刈
、

倒
木
切
断
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

古
徳
城
跡
を
守
る
会
は
、
茨
城

県
森
林
湖
沼
環
境
税
事
業
、
茨
城

県
元
気
な
森
林
づ
く
り
活
動
支
援

補
助
事
業
森
林
づ
く
り
部
門
事
業

団
体
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
定
期

的
に
山
林
内
に
明
る
い
日
差
し
が

差
し
込
む
な
ど
の
作
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
資
産

を
大
切
に
す
る
心
で
活
動
に
力
を

尽
く
し
ま
す
。
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な
か
な
か
塾
主
催
「
新
那
珂
八

景
」写
生
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、

中
央
公
民
館
に
は
、
市
内
小
学
校

か
ら
の
応
募
作
品
１
８
６
点
が
、

　

月　

日
か
ら　

月　

日
に
か
け

１１

２７

１２

１２

て
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
力
作
ぞ
ろ
い
の
那
珂
市

の
風
景
が
描
か
れ
、
表
現
力
豊
か

な
作
品
の
数
々
に
訪
れ
た
か
た
は

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
那
珂
市
長
賞
】

袴
塚
梨
帆
（
額
田
小
６
年
）

【
那
珂
市
教
育
長
賞
】

関
美
結
（
瓜
連
小
４
年
）、
軍
司

優
介
（
菅
谷
西
小
５
年
）、
矢
吹

蒼
（
菅
谷
東
小
６
年
）

【
那
珂
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
】

鳥
羽
駿
介
（
菅
谷
小
５
年
）、
草
野

友
敦
（
額
田
小
６
年
）、
瀬
谷
麻
梨

奈
（
横
堀
小
６
年
）

【
な
か
な
か
塾
長
賞
】

勝
山
祐
衣
（
木
崎
小
６
年
）、
篠

原
慶
介
（
五
台
小
５
年
）、
椎
名

真
生
（
菅
谷
小
６
年
）、
山
村
知

聖
（
菅
谷
小
６
年
）、
岩
見
侑
紀

（
菅
谷
東
小
６
年
）、
森
田
真
莉
菜

（
額
田
小
６
年
）、
田
所
拓
也
（
本

米
崎
小
６
年
）、
黒
澤
俊
貴
（
芳

野
小
５
年
）

　
　

月　

日
、
中
央
公
民
館
で
、

１１

１３

人
形
劇
「
よ
し
き
た
！
か
あ
ち
ゃ

ん
に
ま
か
し
と
き
」
の
公
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
人
形
劇
は
、
菅
谷
・
額
田

の
両
保
育
所
と
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員　

人
が
、「
子
ど
も

６０

た
ち
に
人
形
劇
を
見
せ
て
あ
げ
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
演
出
・

人
形
・
衣
装
ま
で
手
作
り
し
て
い

る
も
の
で
、
今
回
で　

回
目
の
公

２１

演
に
な
り
ま
す
。
会
場
に
は
た
く

さ
ん
の
親
子
が
詰
め
か
け
、
人
形

劇
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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月　

日
、
中
央
公
民
館
駐
車

１２

１７

場
に
て
、
那
珂
地
区
防
犯
協
会
員

や
那
珂
警
察
署
員
な
ど
約　

人
が

６０

参
加
し
、「
年
末
に
お
け
る
犯
罪
抑

止
活
動
」
出
陣
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

士
気
を
高
め
た
協
会
員
の
み
な

さ
ん
は
、
出
陣
式
を
終
え
た
後
、

市
内
の
各
主
要
駅
に
て
、
防
犯

グ
ッ
ズ
の
配
布
や
、
駅
周
辺
の
駐

輪
場
の
車
両
防
犯
診
断
を
実
施

し
、「
防
犯
は　

鍵
か
け
声
か
け　

心
が
け
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

曲がり屋曲がり屋　繭玉飾り繭玉飾り

まゆ玉飾りの由来まゆ玉飾りの由来
東北や中部地方で広く行東北や中部地方で広く行
われていた餅花の習俗かわれていた餅花の習俗か
ら発したものといわれまら発したものといわれま
す。餅花は花木の枝に餅す。餅花は花木の枝に餅
や団子をつけて、実ったや団子をつけて、実った
稲の穂が垂れたように稲の穂が垂れたように
作って飾るもので豊作を作って飾るもので豊作を
祈るための行事でした。祈るための行事でした。



１４

　
　

月　

日
、
ウ
ォ
ー
ク
日
本
１

１２

１２

８
０
０
那
珂
市
大
会
が
開
催
さ
れ
、

他
市
町
村
の
か
た
も
含
め
１
０
０

人
程
の
参
加
者
が
瓜
連
駅
を
起
点

に
、
静
古
徳
古
道
を
経
由
し
て
瓜

連
ロ
マ
ン
ロ
ー
ド（
桜
田
門
外
斉
藤

鑑
物
の
墓
、
静
神
社
な
ど
）
約　

�
１０

の
道
の
り
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま

し
た
。参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、県

森
林
湖
沼
環
境
税
の
助
成
を
受
け

て
開
設
し
た
ロ
マ
ン
古
道　

�
で

１．３

森
林
浴
を
楽
し
み
自
然
を
体
い
っ

ぱ
い
に
感
じ
な
が
ら
、
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。
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昭
和　

年
か
ら
昭
和　

年
、
昭

４５

５２

和　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
の
交

５４

２２

通
安
全
活
動
期
間　

年
間
に
わ
た

３８

り
那
珂
市
民
間
交
通
安
全
指
導
員

を
務
め
ら
れ
た
中
井
川
保
夫
さ
ん

（
門
部
）
が　

月　

日
、
茨
城
県
交

１１

１９

通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
井
川
さ
ん
は
、
那
珂
市
民
間

交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
小
中
学

生
の
登
下
校
時
の
街
頭
立
哨
や
各

季
交
通
安
全
運
動
街
頭
立
哨
を
と

お
し
て
地
域
の
交
通
事
故
防
止
活

動
に
努
め
ま
し
た
。

一の関ため池親水公園白鳥一の関ため池親水公園白鳥

Cook ■作り方
①とり肉をポリ袋に入れ、砂糖を振り入れ手で揉んで全体にまぶす。
次に塩を同様にまぶし、冷蔵庫で１、２日間ねかす。
②とり肉をさっと洗ってから鍋に入れ、とり肉がひたひたになるくら
いの水を入れて火にかける。沸騰したら、さらに弱火で１０分ゆで
て、ゆで汁ごとゆっくり冷ます。
③ゆでどりの煮汁１００mlに薄口しょう油、カレー粉を混ぜる。
④別の鍋にオリーブオイル、みじん切りにした生姜を入れ、千切りに
した玉ねぎ、しめじ、パプリカ、ピーマンを順番に炒める。
⑤③を加えてから水分が半分になるまで煮詰め、水溶き片栗粉でとろ
みをつける。
⑥ゆでどりをスライスして皿に盛り、⑤のカレーソースをかける。

とり胸肉 …………… ２００ｇ　　　
玉ねぎ ……………… １／４個　　　
しめじ ……………… １／４パック　
赤・黄パプリカ …… 各１／４個　　
ピーマン …………… １／２個　　　
生姜 ………………… １／２片　　　

オリーブオイル …… 適量　　　
砂糖 ………………… 小さじ１／２　
塩 …………………… 小さじ１　
薄口しょう油 ……… 小さじ１　
カレー粉 …………… 小さじ１／２　
片栗粉 ……………… 小さじ１　

�������	
	�

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■材料（４人分）　

■ゆでどりは、密閉にして冷蔵庫で３日間く
らい日持ちします。また、冷凍も可能です。
ヘルシーで安くいろいろと使えますよ。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（成人食部会）

堀江　幸子さん



広報なか２月号１５

　平成２３年那珂市新年賀詞交歓会が１月５日、センチュリープラ
ザNAKAで、市執行部や市議会をはじめ、市内各界代表者など約
３００人が一堂に会し、那珂市のさらなる飛躍を誓いながら、親交を
深めました。
　式典では、那珂市民の歌である「輝く未来へ」を那珂ふるさと大使
の宮下敏子さんの歌声に合わせ、出席者の皆さんで斉唱しました。
　また、小宅市長が「今年の干支でありますウサギのように大き
く飛び跳ねることにあやかり、本日ご出席の皆様のさらなる飛躍
をご期待申し上げます」と新年の抱負を述べました。その後出席
者全員で乾杯し和やかに歓談しました。

　平成２２年度個人県民税に係る優良市町村に那珂市が決定
し、１２月１５日、茨城県庁舎において茨城県知事から知事感
謝状が授与されました。
　徴収率（現年度・滞納繰越）が２年連続して上昇すると
ともに、徴収率（合計）の県内順位が前年度の第１４位から
第１１位へ、徴収率の対前年度伸率において、現年度分が県
内第６位、滞納繰越分が県内第７位になるなど、徴収成績
の改善が特に顕著であるとともに、原子力立地給付金の差
押えを県内市町村で初めて行うなど、積極的な徴収対策を
実施することにより個人県民税の徴収確保に貢献しまし
た。

�������	
����������

■感謝状を受けた寺門副市長

■
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使

　
　
　

宮
下
敏
子
さ
ん

■雅韻会（那珂市文化協会器楽部会所属）
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平成２２年１１月１５日～　　　

平成２３年１月１４日（敬称略）

�����

�������	�
�� � 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，７１６人

　（平成２２年１２月末現在・
 前月比７人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億７，５０７万円

　（平成２２年１２月・
 前月比４６３万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

勝山綾子 ５０，０００円
野木利三郎 ２０，０００円
常陸鴻巣駅ふれあい駅舎
ワーキング委員会 ２，６６２円 
水戸ヤクルト販売（株）那珂センター
 ５０，０００円
切手・テレカボランティアポピー
 １３，８５０円
�畠須美 ５，８５６円
医療法人社団　青澄会 ２２，３３０円
飯田芳陽会 ２０，２０３円
佐々木和子 １，５９０円
水戸友の会 ５，０００円
柏村  ５０，０００円
ガールスカウト茨城県第３７団
 １４，３５３円
ボーイスカウト那珂第３団
 ２６，６０３円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会福
祉協議会でお受けしています。

 �２９８－８８８１

�������	

��
March

土金木水火月日

５４３２１
１２１１１０９８７６
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３１３０２９２８２７

休館日

ボーイスカウト那珂第３団
の皆さん

ガールスカウト茨城県第３７団
の皆さん

水戸ヤクルト販売（株）
那珂センターの皆さん

�������	


　２月２０日から３月３１日まで水戸
市で開催される「第１１５回水戸の梅
まつり」をPRするため、１月２４日、
１０人の「２０１１年水戸の梅大使」が
那珂市役所を訪問しました。
　今回の梅まつりは弘道館開館
１７０年記念でもあり、多くの記念
イベントが予定されています。皆
さんも、早春に咲き誇る梅の香り
を感じてみませんか。

� 人の動き �

那珂市の人口（１月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，６１１人 （－１２）
　女　　　２８，４７４人 （－１０）
　計　　　５６，０８５人 （－２２）
世帯数　　２０，９１７世帯 （＋１６）

○出生　３４人
○死亡　５３人

（１２月１日～３１日）

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税　４期

○国民健康保険税（普通徴収）

 ８期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ８期

○介護保険料（普通徴収） ６期

納期限：２月２８日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３



広報なか２月号１７

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／３月２日（水）、９日（水）、
１６日（水）、２３日（水）、３０日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福祉

センター「ひだまり」内）�２９８－８８８１

日時／３月１８日（金）　１０：００～１５：００
場所／市役所（本庁）　５階会議室
開設相談／

○行政相談

　国の行政機関などが行っている仕事
についての苦情や意見・要望
○人権相談

　人権を侵害されている問題や家庭内
のもめごとなど
相談員／行政相談委員、人権擁護委員
問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

　森林所有者等は、地域森林計画の対
象となっている民有林の立木を伐採す
る場合、森林法に基づき、事前に市役
所に「伐採及び伐採後の造林届出書」
を提出する必要があります。届出を
怠った場合や、届出内容と異なる行為
をした場合は森林法により罰せられる
場合がありますのでご注意ください。
○「伐採及び伐採後の造林届出書」は、
市農政課にあります。また、市ホー
ムページから取得することもできま
す。

○「伐採及び伐採後の造林届出書」は、
伐採開始日の９０日～３０日前に提出し

てください。
○届出をする必要がある森林かどうか
は、市農政課で確認できます。対象
森林でない場合は届出不要です。
○次のことをする場合は、茨城県知事
の許可が必要ですので、ご相談くだ
さい。
・１ヘクタールを超える面積の開発行
為
・保安林の伐採
問い合わせ／

市農政課農業振興Ｇ

�２９８－１１１１　内線２３５

茨城県県央農林事務所 林業振興課

�２３１－２０７９

　資料館所蔵の明治～平成のお雛様
や、市民のかたがたより出展いただい
た様々なお雛様の展示に加え、お雛様
を出迎える「市松人形」の展示をしま
す。
　また、市民のかたがたの手作りの
「雛のつるし飾り」も会場を彩ります。
　皆様お誘い合わせの上、ご来館くだ
さい。
期間／３月１３日（日）まで
時間／９：００～１６：３０
　　　（入館受付は１６：００まで）
　　　※月曜日は休館です
場所／歴史民俗資料館
入館料／無料
問い合わせ／

歴史民俗資料館　�２９７－００８０

６日　那珂記念クリニック （中台）
�３５３－２８００

１３日　河野胃腸科外科  （竹ノ内）
�２９５－５３８６

２０日　かぼちゃクリニック （横堀）
�３５２－１１０７

２１日　なかむら内科・
　　　泌尿器科クリニック （飯田）

�３５３－２３１０
２７日　小宅内科医院　　　　（菅谷）

�２９８－００５０

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

心配ごと相談

森林を伐採するときは
伐採届出書を提出しましょう

�������	

日時／３月 １５日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に予約してください。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

行政・人権相談を開設します

雛人形展
～つるし雛との共演～
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谷 

齋
藤　
　

正
美 

　

歳
７５

後
台 

鈴
木　
　

和
一 

　

歳
７３

門
部 

會
澤　
　

と
め 

　

歳
８７

中
里 

鈴
木　
　

ち
よ 

　

歳
８８

平
野 

山
口　
　

善
行 

　

歳
６５

西
木
倉 

保
苅　
　

時
男 

　

歳
７２

門
部 

金
子　
　

は
つ
� 

　

歳
８４

菅
谷 

柏
村　
　

宣
夫 

　

歳
６６

堤 

佐
々
木　

保 

　

歳
８５

菅
谷 

藤
川　
　

聰 

　

歳
６８

福
田 

本
庄　
　

辰
次 

　

歳
８２

竹
ノ
内 

市
村　
　

和
代 

　

歳
８１

菅
谷 

堀
江　
　

み
さ
ほ 

　

歳
９３

門
部 

中
井
川　

種
雄 

　

歳
９２

額
田
南
郷 

松
本　
　

義
勝 

　

歳
５１

瓜
連 

海
老
根　

四
郎 

　

歳
９１

菅
谷 

小
森　
　

惠
美
子 

　

歳
６９

田
崎 

堀
江　
　

く
ら 

　

歳
９０

鴻
巣 

本
橋　
　

久
雄 

　

歳
９８

鴻
巣 

�
畠　
　

ワ
ク
リ 

　

歳
９０

菅
谷 

黒
羽　
　

榮
治 

　

歳
９７

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。
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�
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初
あ
か
り
広
き
机
と
ラ
ン
ド
セ
ル 

桜　

井　

筑　

蛙

体
重
計
冬
毛
の
猫
を
抱
い
て
乗
り 

藤　

岡　

み
ち
子

初
競
り
や
港
に
並
ぶ
大
漁
旗 

筒　

井　

か
よ
子

母
在
ら
ば
こ
そ
の
ふ
る
さ
と
実
南
天 

  
浅　

野　

と
し
子

花
八
つ
手
残
れ
る
虫
を
あ
そ
ば
せ
て 

草　

野　

ゆ
た
か

初
春
や
卯
年
生
れ
の
姉
と
夫 

益　

子　

春　

子

笑
顔
の
せ
時
差
の
国
よ
り
初
メ
ー
ル  

雨　

宮　

文　

枝

金
色
に
輝
き
眩
し
初
日
の
出 

�　

野　

祝　

子

こ
と
ご
と
く
光
を
放
つ
深
雪
晴 

 
宇
佐
美　

和　

子

残
り
香
を
体
に
ま
と
ひ
ど
ん
ど
焼
き　
 

 
大　

森　
　
　

滿

見
慣
れ
た
る
庭
木
盛
装
今
朝
の
雪 

  
飯　

島　

京　

子

【俳　句】あせび句会

【短　歌】那珂短歌会 片岡明選

足
袋
に
入
り
し
わ
ず
か
な
菓
子
に
と
き
め
き
し
聖
夜
の
思
い
今
も
抱
け
り 

山　

屋　

勝　

代

こ
こ
ま
で
と
決
め
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
来
し
が
信
号
一
つ
先
へ
伸
ば
せ
り 

小　

坂　

け
い
子

四
、五
本
の
庭
の
木
に
来
て
賑
や
か
に
鳴
く
ひ
よ
ど
り
の
年
始
嬉
し
き 

赤　

塚　

満　

夫

片
足
立
ち
つ
ま
先
立
ち
を
く
り
返
し
バ
ス
を
待
ち
お
り
古
希
な
る
わ
れ
は  

塙　
　
　

紀　

子

ス
ー
パ
ー
の
袋
は
頓
に
薄
く
な
り
地
球
資
源
の
危
機
を
知
ら
せ
る 

武　

田　

八
重
子

 
肉 
ゆ
る
ぶ
首
な
し
地
母
神
彫
像
を
ま
つ
る
古
人
を
想
う
ト
ル
コ
に 

川　

上　

恵
美
子

し
し学

び
舎
を
見
守
れ
る
瞳
の
金
次
郎
触
れ
た
く
落
葉
か
さ
こ
そ
と
踏
む  

海　

後　

敏　

子

正
面
の
大
樹
の
間
に
昇
り
た
る
今
朝
の
太
陽
ほ
む
ら
色
な
り 

大　

森　
　
　

満

音
も
な
く
雪
降
る
夜
の
カ
フ
ェ
オ
レ
に
癒
さ
れ
独
り
の
と
き
を
過
ご
せ
り 

渡　

辺　

知
英
子

流
れ
に
て
浄
化
さ
る
る
や
濁
り
い
る
川
の
続
き
に
青
澄
め
る
海 

秋　

葉　

静　

枝
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　任期満了に伴う那珂市長選挙は、１月２３日に告示
し、現職の小宅近昭氏と新人の海野徹氏が立候補しま
した。
　１月３０日に市内２６か所の投票所で投票が行われ、投
票率は５０．７７％。中央公民館で同日午後７時から即日
開票を行い、その結果海野徹氏が初当選しました。
　また、那珂市議会議員補欠選挙は、１月２３日の立候
補届出において候補者の数が欠員の数（４人）を超え
なかったため、無投票となりました。
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◇執行日　平成２３年１月３０日（日）
◇選挙当日有権者数　４５，６１７人　　　　　　　　　　
　　　　　　　（男２２，１４８人・女２３，４６９人）
◇投票率　５０．７７％
◇投票総数　２３，１６１票
　（内訳：有効投票２２，８９９票、無効投票２６２票）
◆開票結果（敬称略・（　）内は住所および年齢）
　当選　海　野　　　徹（北酒出：６１）無新　１２，４１４票

　　　　小　宅　近　昭（菅　谷：６８）無現　１０，４８５票

◆選挙結果（敬称略・（　）内は住所および年齢）
   当選　武　藤　博　光（額田北郷：４９）無新

   当選　中　�　政　長（鹿島：６２）無前

   当選　古　川　洋　一（菅谷：４８）無新

   当選　渡　辺　健　一（菅谷：３７）無新

 （届出順）　　

【那珂市長選挙投・開票結果】

【那珂市議会議員補欠選挙結果】

�２９８－１１１１　総務課内　内線５１４
問い合わせ　那珂市選挙管理委員会






